
 

宮城県内農業委員会の女性委員１０３

名で組織する「みやぎアグリレディス２１」

(伊藤惠子会長)役員１０名と宮城県農政部

農業振興課遠藤弘樹課長との意見交換会

が，８月２日に美里町内で開催された。 

当日は女性委員の活動状況を報告する

とともに，女性の担い手農業者をいかにし

て確保・育成するかなどについて意見を交

換した。 

 「一日女性農業委員会」を実施してい

る大崎市の菅原ひろみ氏は，「同委員会に

参加した女子高生からの，『私たちは農業

に夢と希望を持っている。皆さんは農業に

自信と誇りを持ってほしい』との言葉に心

を打たれた」と発表。 

名取市の松浦朋子氏からは「市産業まつ

りで農業委員会活動のＰＲや規格外の野

菜を配ったところ，若い人が農業に興味を

持っていることが分り，このような人をい

かに導くかが大事」と意見を述べた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 遠藤課長からは「女性委員，一人一人

の活動が地域農業を守ってきた。女性の導

いていく役割は大きい。女性が更に活躍で

きるように推進していきたい」と述べ，会

を締めた。 
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